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「
簾
舞
郷
土
資
料
館
」

昭
和
六
十
一
年
に
、
当
時
の
簾

舞
連
合
町
内
会
や
「
旧
黒
岩
家
住

宅
（
旧
簾
舞
通
行
屋
）
保
存
会
」

を
中
心
と
す
る
地
元
住
民
ら
の
手

で
、
通
行
屋
内
部
に
「
簾
舞
郷
土

資
料
館
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
に
か
け
て

の
簾
舞
の
歩
み
を
伝
え
る
貴
重
な

資
料
館
と
し
て
、
パ
ネ
ル
や
写
真

に
よ
る
紹
介
の
ほ
か
、
農
・
林
業

の
用
具
と
機
具
、
生
活
用
具
、
定

山
渓
鉄
道
に
関
す
る
資
料
な
ど
が

展
示
・
保
存
さ
れ
、
先
人
の
開
拓

の
苦
労
や
郷
土
発
展
の
歴
史
を
伝

え
て
い
ま
す
。

「
簾
舞
通
行
屋
ま
つ
り
」

旧
黒
岩
家
住
宅
（
旧
簾
舞
通
行

屋
）
に
隣
接
す
る
簾
舞
通
行
屋
緑

地
に
お
い
て
、
毎
年
九
月
下
旬
に

「
簾
舞
通
行
屋
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

秋
の
収
穫
を
祝
い
な
が
ら
、
地

域
の
文
化
遺
産
で
あ
る「
通
行
屋
」

の
保
存
継
承
と
郷
土
意
識
の
高
揚
、

地
域
交
流
の
場
と
し
て
平
成
二
年

か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

ス
テ
ー
ジ
演
奏
や
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｉ
、
地
元
農
産
物
の
販
売
な
ど

多
彩
な
催
し
が
人
気
を
集
め
、
通

行
屋
内
の
お
茶
会
で
は
、
訪
れ
た

市
民
に
お
茶
と
お
菓
子
が
振
る
舞

わ
れ
る
な
ど
、
今
年
で
二
十
回
目

を
迎
え
る
こ
の
お
祭
り
は
、
地
区

の
年
中
行
事
と
し
て
す
っ
か
り
定

着
し
て
い
ま
す
。

所 在 地：簾舞１条２丁目４‐１５
交通手段：地下鉄真駒内駅からじょうてつバス定山渓方面行乗車

「国立札幌南病院」下車徒歩２分、「東簾舞」下車徒歩５分
観覧時間：午前９時～午後４時
休 館 日：月曜日（祝日の場合はその翌日）、祝日の翌日、

年末年始（１２月２９日～１月３日）
詳 細：旧黒岩家住宅（旧簾舞通行屋） �５９６‐２８２５

「簾舞の歴史が凝縮された

この建物をこれからも大切

に守っていきたいです。多

くの人に見に来ていただ

き、歴史的価値とともに、

昔の人の物語を感じ取って

ほしいと思います」

旧
黒
岩
家
住
宅
（
旧
簾
舞
通
行
屋
）

管理人を務める

黒岩 裕さん

▲右奥に見えるのは、「旧簾舞通行屋景勝塔
（半鐘櫓）」。この鐘は、年１回、簾舞通行
屋まつりの時に鳴らされる。


